
会員・広報協議会規程 
 

[総則] 

１．会員・広報協議会（以下、協議会という）の運営については、日本分析化学会委

員会規程及び日本分析化学会協議会規程によるほか、この規程の定めによる。 

[協議会の目的] 

２．協議会は、分析化学の普及・発展のため、本会の事業活動等を展示、冊子、Web

等により学会内外に向けて広報すると共に、協議会活動を通じて会員獲得及び会

員サービスの向上を図ることを目的とする。また、下記に示す常置委員会（以下、

委員会という）間の連携と調整を行う。 

[協議会の構成] 

３．協議会は、理事会推薦委員（若干名）、各委員会委員長及び必要により委員会か

ら推薦された委員で構成する。 

協議会には、議長 1 名及び副議長 1 名をおく。 

[協議会の組織] 

４．協議会は目的を遂行するために、協議会の下に次の委員会を置く。また、必要に

応じて臨時の委員会を設置することができる。各委員会の規程は別に定める。 

  1）「展望とトピックス」委員会：年会及び討論会における広報用冊子「展望とト

ピックス」の作製及びマスコミへの記者会見等を行う。 

  2）Web 委員会：学会ホームページへのコンテンツの掲載・更新・削除に関する実

務を行う。また、年会及び分析化学討論会のオンライン登録に関する実務及び

講演要旨集の作製を行う。 

  3）展示委員会：学会に関連ある諸展示会に出展し，本会の広報，宣伝を行うと共

に，年会・討論会などの現地で学会広報活動を行う。 

  4）広告委員会：本会の広告媒体の検討と企画、新規広告獲得活動及び広告代理店

との契約交渉に関する実務を行う。 

  5）会員委員会：会員拡充策を検討するとともに、会員へのサービスの推進等を目的

とし，理事会の定める方策を実行する。 

  6）ネットワーク整備・運用委員会：学会のネットワーク整備に関連した提案、及

びその実現に向けての方策を検討し実行する。 

[臨時委員会] 

５．協議会は特定の目的を遂行するために、臨時委員会を置くことができる。臨時委

員会の設置期間は最長 2 年とする。臨時委員会は、協議会から委員 2 名以上が参画

するほか、協議会が必要と認めた臨時委員若干名で構成する。臨時委員会には、主

査 1 名をおく。主査は協議会委員が担当する。臨時委員会はその目的を達成した場

合には、協議会に報告の後、解散する。 

[委員の選出] 

６．議長は理事会の推薦により決定する。副議長は協議会の委員の中から互選する。

副議長、協議会委員、臨時委員会委員は、協議会の推薦に基づき、理事会において

承認し、会長が委嘱する。 

[委員の任期] 

７．協議会議長、副議長及び協議会を構成する委員の任期は、理事会及び各委員会の

規程による。最大 3 年とし、引き続き重任することはない。 

 

 



 

[協議会の運営] 

８．議長は協議会を統括し、必要に応じて協議会を招集する。副議長は、議長を補佐

し、必要に応じて議長の職務を代行する。委員は委員会で検討・実行された事項を

取りまとめて協議会に報告すると共に、協議会で審議した事項を委員会に報告する。 

[協議会の記録] 

９．協議会の議事録は、議長の指名により出席委員が作成して、議長が企画運営会議

に報告する。 

[付記] 

1．本規程の改正は、企画運営会議の議を経て理事会の承認を必要とする。 

2．経過措置として、2010 年度末まで、旧広報委員長が協議会副議長の任にあたる。 

 

    1990 年 3 月 22 日施行（広報委員会規程）。 

1994 年 9 月 22 日 一部改正 

    1999 年 2 月 19 日 ネットワーク委員会と組織合同のため改正 

    2000 年 6 月 16 日 一部改正 

    2004 年 12 月 17 日 一部改正（広告小委員会設置のため） 

    2009 年 2 月 13 日 広報委員会改組に伴い、会員・広報協議会規程を制定 

 


